
フィギュア競技に関する連絡事項  

１ 競技案内、コロナ感染症対策について 

    ●連絡事項は競技会場内に掲示します。 

    ●今大会はすべて無観客とします。 

    ●選手・監督・インストラクターのＩＤ交付は、リンク受付にて、２週間分の健康観察票(今大会指定)

の確認で交付します。 

    ●ＩＤ取得後は、来場の際の検温後に入場してもらいます。 

 

２ 競技に関する事項について 

 （１）競技について 

    ● 競技は、第 71 回全国高等学校スケート競技選手権大会要項に基づき行います。 

● 男女予選の 1 グループは最大 6 人とします。 

● 練習時間は 6 分間とします。 

 （２）音源（CD）の提出と返却について 

    ● ショートプログラムの音源は、17 日（月）の監督会議もしくは、同日 16:00～18:00 までにリンク

受付に提出して下さい。１７日(月)に提出できない場合は、公式練習開始６０分前から３０分まで 

の３０分間内で会場受付に提出して下さい。 

● フリースケーティングの音源は、男女の決勝進出者決定後から３０分以内に受付に提出して下さい。

ただし、女子決勝進出者は女子 C 予選を終えた時点で決定します。 

● 返却は、グループ全員の演技終了後グループ毎にまとめて受付にて渡します。 

 （３）ジャッジズ・ディテールについて 

    ● 今大会は配付いたしません。 

 （４）フリー競技の抽選について 

    ● 予選結果のリバースで滑走順、グループが決まりますので行いません。 

 （５）女子予選 C 練習、公式練習および決勝用練習について 

    ● 女子予選 C の自由練習は予選公式練習と同じグループでそれぞれ 20 分間実施いたします。但し、

曲はかけません。（任意参加です） 

● 公式練習は、各グループ 20 分間の練習とします。人数は最大 8 人で、予選グループとは異なりま

す。人数が多いので滑走には十分注意して下さい。音楽は練習開始 6 分後から滑走順に一人 1 分 20

秒間ずつ曲かけします。 

● 女子 A 組決勝用練習は予選 A 組の得点上位者 10 名が対象です。また、女子 AB 組決勝用練習は、 

予選 A・B 組を合わせた得点上位者 18 名が対象です。いずれも音楽無しで行います。もし、対象と

ならなかった選手が決勝に進出した場合は、恐れ入りますが練習時間を設けることができませんの

で、あらかじめご了承ください。対象者は予選 A の競技終了後、予選 B の競技終了後に掲示いたし

ます。 

 

３ 開始式・表彰式について 

 （１）開始式について 

● 開始式は 17 日（月）の監督会議終了後、ホテル青森にて時間を短縮、簡素化して行います。 

その方法、次第については後日お知らせいたします。なお、大幅な変更も想定されますのでご了承

下さい。 



 （２）表彰式について 

● 男女別個人の表彰は男子 20 日（木）・女子 21 日（金）は、1 位～3 位まで、メダルの授与のみを行

います。賞状はすべて受付にてお渡しします。（表彰はリンクサイドでの実施を予定しています。） 

● 男女別総合（学校対抗）21 日（金）の表彰は、1 位～6 位までです。1 位には優勝杯と賞状、２位～

６位までは賞状の授与を行います。入賞校は、1 位校は最大４名、2 位～６位校までは１人の参加を

お願いします。服装については、コスチューム着用でなくてもかまいません。ただし、学校で統一

されたものとします。 

 

 （３）エキジビションについて 

    ● 今年度は実施いたしません。 

 

４ 競技運営ならびに会場に関する事項について 

 （１）会場について 

    ● 更衣室の使用については、密集しないように努め、割り当て時間を厳守して下さい。 

    ● その他、会場案内に従い行動して下さい。 

 （２）競技結果について 

    ● 滑走順、競技結果については、大会ホームページ及び会場掲示板、日本スケート連盟のＨＰで 

確認して下さい。（各校への配布はいたしません。オフィシャルのサイン後にアップしますので 

必要な場合はホームページから各自ダウンロードして下さい。） 

 （３）写真撮影について 

    ● ２階席のみでお願いします。女子 C 組自由練習、公式練習、女子決勝用練習の撮影はできません。

（フラッシュ撮影は禁止です） 

 

５ その他 

 （１）輸送について 

    ● 計画輸送は行いません。 

 （２）救護について 

    ● 大会要項にもとづき対応します。 

 （３）選手の取材について 

    ● 各報道機関から取材要請がありましたらご協力下さい。その際は、選手係の誘導でミックスゾーン

にて取材を受けて下さい。 

 （４）引率責任者へのお願い 

    ● 「引率責任者は選手のすべての行動に責任を負うものとする。」となっています。選手の健康管理は

もとよりトラブル等に注意させるなど、各選手の行動を把握しご指導下さい。特に、ホテルでのマ

ナー、不要不急の外出を控える、感染症対策の徹底等をお願いします。 

 （５）応援バナーについて 

    ● 選手個人のみの応援バナーの掲示は禁止します。（学校名のみの応援バナーは許可する） 

 （６）感染症対策 

    ● 日本スケート連盟から、参加者の感染症対策の徹底を条件に開催の協力を得ております。 

      感染症対策を怠る行為があった場合、競技会を中止せざるを得なくなります。選手・引率責任者・ 

      インストラクターは緊張感を常に持ち、マスクの常時着用・三密の回避を図り感染者を出さない 

      よう皆様の努力をお願いします。 


